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■ 数列 { pn } を与えて，数列 {xn } を

x1 > 0, xn+1 = pn xn (n = 1, 2, 3, · · · )

により定義する．

(1) ある定数 p ∈ [0, 1) が取れて，すべての n ∈ N に対して pn = p がみたされるとき，limn→∞ xn = 0

であることを示せ．
(2) すべての n ∈ N に対して 0 ≤ pn < 1 がみたされるとき，limn→∞ xn = 0 が成り立つ場合には証明を，
そうでない場合には反例を示せ．

(3) すべての n ∈ N に対して pn > 1 がみたされるとき，limn→∞ xn = +∞ が成り立つ場合には証明を，
そうでない場合には反例を示せ．

（解） (1) すべての n ∈ N に対して xn = pn−1 x1 と表せ，0 ≤ p < 1 であるから，limn→∞ xn = 0 である．
(2) 成り立たない．各 n ∈ N に対して

xn =
n + 1

n
, pn =

xn+1

xn
=

n2 + 2 n

n2 + 2n + 1

とおくと，{ pn } と {xn } は条件をみたすが，

lim
n→∞

xn = lim
n→∞

(
1 +

1
n

)
= 1 > 0

となる．
(3) 成り立たない．各 n ∈ N に対して

xn =
2 n − 1

n
, pn =

xn+1

xn
=

2 n2 + n

2n2 + n − 1

とおくと，{ pn } と {xn } は条件をみたすが，

lim
n→∞

xn = lim
n→∞

(
2 − 1

n

)
= 2 < +∞

となる．
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